
国
民
美
術
協
会
結
成

大
正
二
年
一
月
二
十
五
日
、
の
ち
に
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
の
母
体
と
な

る
国
民
美
術
協
会
が
発
足
し
た
。
こ
の
日
に
確
定
し
た
同
会
定
款
（
『
美
術
新
報
』

第
十
二
巻
第
四
号
。
大
正
二
年
二
月
）
に
よ
る
と
、
同
会
は
日
本
の
美
術
の
進
歩
発

展
を
図
り
美
術
家
を
保
護
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
展
覧
会
開
催
、
資
金

援
助
等
美
術
発
展
に
必
要
な
事
業
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
絵
画
（
日
本
画
、
西

洋
画
）
部
、
彫
塑
部
、
建
築
部
、
装
飾
美
術
部
を
設
け
、
各
部
選
出
の
評
議
員

に
よ
る
評
議
会
と
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
理
事
五
名
に
よ
る
理
事

会
を
置
き
、
理
事
の
互
選
に
よ
る
会
頭
一
名
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
結
成
の
背

景
や
経
過
に
つ
い
て
は
『
美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
二
号
（
大
正
元
年
十
二
月
）

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
大
正
元
年
一
月
十
七
日
、
文
展
第

二
部
審
査
委
員
た
ち
の
懇
親
会
（
上
野
精
挫
軒
）
の
席
上
、
松
岡
寿
が

こ
の
会
を

⑦
 

要
は
な
い
が
、

白
石
村
治
(
-
八
六
四
ー
一
九
二
九
）
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
略
歴
を
記
す
。
彼
は
、
元
治
元
年
十
二
月
二
十
二
日
上
州
安
中
に
生

ま
れ
、
同
志
社
、
明
治
学
院
に
学
び
、
小
田
原
、
長
岡
、
福
島
、
仙
台
、
奈
良

等
で
伝
道
に
従
事
し
た
が
、
明
治
四
十
二
年
末
に
そ
れ
を
打
ち
切
っ
て
上
京

し
、
古
美
術
品
の
鑑
定
や
売
買
に
あ
た
っ
た
。
正
木
直
彦
と
は
奈
良
滞
在
中
に

古
美
術
研
究
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
四
年
十
一
月

二
十
八
日
死
去
。
中
軒
は
そ
の
号
で
あ
る
。
本
学
芸
術
資
料
館
の
台
帳
に
は
明

治
四
十
三
年
か
ら
大
正
二
年
に
か
け
て
彼
が
十
数
回
も
古
画
購
入
の
仲
介
を
し

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

『
法
隆
寺
大
鏡
』
の
成
功
に
よ
り
、
本
校
は
大
正
十
年
か
ら
昭
和
四

年
に
か
け
て
『
南
都
十
大
寺
大
鏡
』
も
刊
行
す
る
。

石

川

確

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
シ
エ
テ

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
デ

・
ボ
ザ
ー
ル
の
よ
う
な
恒
久
的
な

組
織
に
し
た
い
旨
述
べ
た
と
こ
ろ
、
黒
田
清
輝
が
直
ち
に
賛
成
し
、
ま
た
、

岩

村
透
は
「
美
術
行
政
上
の
諮
問
機
関
」
と
も
な
る
よ
う
な
一
大
機
関
の
必
要
性

に
つ
い
て
演
説
す
る
な
ど
し
て
満
場
一
致
で
会
の
設
立
が
決
ま
っ
た
。
そ
し

て
、
森
鴎
外
が
座
長
に
推
さ
れ
、
種
々
協
議
の
末
、
黒
田
清
輝
、
松
岡
寿
、
岩

村
透
、
和
田
英
作
、
森
鴎
外
、
石
井
柏
亭
、
岡
田
三
郎
助
、
吉
田
ふ
じ
お
、
小

山
正
太
郎
、
中
沢
弘
光
、
南
薫
造
が
規
則
起
草
委
員
に
選
出
さ
れ
、
事
務
所
は

本
郷
区
龍
岡
町
の
岩
村
透
方
に
置
か
れ
た
。
こ
う
し
た
組
織
が
生
ま
れ
た
背
景

に
つ
い
て

『
美
術
新
報
』
は
文
展
開
設
以
来
、
諸
団
体
の
多
く
が
存
在
理
由
を

失
い
、
次
い
で
白
馬
会
の
解
散
が
洋
画
界
に
於
け
る
党
派
的
偏
執
の
掃
浄
に
役

立
ち
、
さ
ら
に
黒
田
清
輝
の
帝
室
技
芸
員
拝
命
が
洋
画
界
全
体
の
栄
誉
と
し
て

受
け
と
め
ら
れ
、
洋
画
界
に
親
和
が
増
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
と
し
て

い
る
。大
正
二
年
一
月
二
十
五
日
に
至
り
、
精
養
軒
で
創
立
委
員
会
が
開
か
れ
、
国

民
美
術
協
会
と
い
う
名
称
と
上
記
の
定
款
が
定
め
ら
れ
た
。
次
い
で
六
月
二
十

一
日
に
は
同
所
で
第
一
回
総
会
開
催
。
八
十
五
名
が
出
席
し
、
ま
ず
次
の
役
員

が
選
出
さ
れ
た
。

評
議
員

日
本
画
部
島
田
墨
仙
、
中
倉
玉
翠
、
荻
生
天
泉
、
鏑
木
清
方
、
長
安
雅

山
、
結
城
素
明
、
島
内
松
南
、
島
崎
柳
嗚
、
平
田
松
堂
、
山
村
耕
花

西
洋
画
部
藤
島
武
二
、
和
田
英
作
、
岡
田
三
郎
助
、
久
米
桂
一
郎
、
黒
田

清
輝
、
岩
村
透
、
石
井
柏
亭
、

中
沢
弘
光
、
小
山
正
太
郎
、

長
原
孝
太

郎
、
松
岡
寿
、
森
鵡
外
、
山
下
新
太
郎
、
中
川
八
郎
、
永
地
秀
太

彫
塑
部
朝
倉
文
夫
、
武
石
弘
三
郎
、
新
海
竹
太
郎
、
畑
正
吉
、
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佐
藤
功
一

、

治
、
小
倉
右
一
郎
、
藤
井
浩
祐
、
白
井
雨
山

建
築
部
中
条
精
一
郎
、
塚
本
靖
、
大
沢
三
之
助
、

一
、
岡
田
信
一
郎

・
田
辺
諄
吉

装
飾
美
術
部
板
谷
波
山
、
津
田
信
夫
、
和
田
英
作
、

香
取
秀
真
、

合

田

清
、
結
城
素
明
、
海
野
美
盛
、
沼
田
一
雅
、
河
辺
正
夫
、
六
角
紫
水
、
菅

原
直
之
助
、
杉
浦
非
水
、
小
川
三
知
、
島
田
佳
突
、
保
坂
光
山

（
傍
線
は
理
事
）

当
日
、
文
展
装
飾
美
術
部
新
設
建
議
を
行
な
う
こ
と
に
決
定
し
た
。
当
時
の

会
員
は
日
本
画
部
三
十
三
名
、
西
洋
画
部
百
二
十
四
名
、
彫
塑
部
三
十
一
名
、

建
築
部
十
八
名
、
装
飾
美
術
部
二
十
九
名
で
、
洋
画
家
た
ち
が
率
先
し
て
作

っ

た
会
だ
け
に
西
洋
画
部
の
会
員
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
な
お
、
洋
画
家
の
中

で
太
平
洋
画
会
の
中
村
不
折
と
吉
田
博
は
会
頭
無
用
説
を
唱
え
て
破
れ
、
退
会

し
た
。以
後
、
同
会
は
ロ
ダ
ソ
展
計
画
（
岩
村
透
が
．
ハ
リ
で
ロ
ダ
ソ
と
交
渉
し
た
が
成
功

し
な
か
っ
た
）
、
国
民
美
術
協
会
西
部
第
一
回
展
お
よ
び
講
演
会
（
大
正
二
年
十
月

大
阪
天
王
寺
公
園
）
、

会
員
へ
の
揮
奄
斡
旋
等
の
事
業
に
着
手
し
た
。
大
正
三

年
、
学
芸
部
が
置
か
れ
、

久
米
桂
一
郎
、
伊
東
忠
太
、

0
岩
村
透
、

0
莉
刑
桐
劉
、
関
野
貞
、

0
坂
井

義
三
郎
、

0
森
田
亀
之
助
、
塚
本
靖
、
〇
森
鵡
外
、
香
取
秀
真
、
岡
田
信
一

郎
、
小
山
正
太
郎

(0
印
は
評
議
員
、
傍
線
は
理
事
）

が
こ
れ
に
所
属
し
、
ま
た
、
各
部
理
事
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
て
結
城
素
明
（
日

本
画
部
）
、
永
地
秀
太
（
西
洋
画
部
）
、
朝
倉
文
夫
（
彫
塑
部
）
、
大
沢
三
之
助
（
建
築

部）
、
河
辺
正
夫
（
装
飾
美
術
部
）
が
当
選
し
た
。
大
正
五
年
に
至
り
、
同
会
は
後

述
の
よ
う
に
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
の
狼
煙
を
上
げ
、
美
術
界
に
一
大
旋
風

武
田
五

西

洋

画

科

を
巻
き
起
こ
す
。

⑧

学
生
生
活

0
西
洋
画
科
在
学
の
頃
故
谷
口
午
二
氏

〔
昭
和
五
十
八
年
六
月
三
日
、

谷
口
午
二
氏
（
大
正
七
年
西
洋
画
科
卒
）
を
お

宅
に
尋
ね
て
本
校
在
学
中
の
頃
の
お
話
を
伺
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
と
き
の
録

音
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
四
年
『
南
日
本
新
聞
』
連

載
「
午
二
む
か
し
語
り
」
に
も
学
生
時
代
の
逸
話
が
多
々
収
録
さ
れ
て
い
る

の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。〕

学

私
は
中
学
の
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、
描
い
て
い
ま
し
た
。
美
校
を
三
年
で
中

退
し
た
山
下
と
い
う
絵
が
上
手
な
方
が
い
て
、
先
輩
の
紹
介
で
こ
の
人
の
と
こ

ろ
で
初
歩
の
勉
強
を
し
た
の
で
す
。
外
の
連
中
は
本
郷
と
か
川
端
と
か
い
っ
た

東
京
の
研
究
所
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
入
る
と
ま
ず
予
備
科
が
三
ヶ
月
あ
る
わ

け
で
す
が
、
予
備
科
に
入
る
と
き
は
実
技
の
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

を
入
れ
て
三
人
が
特
別
に
予
備
科
に
入
っ
た
の
で
す
。
三
ヶ
月
間
、
長
原
先
生

の
指
導
で
木
炭
デ
ッ
サ
ソ
を
勉
強
し
て
か
ら
も
う
一
回
試
験
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、
ア

グ
リ
ッ

・ハ
な
ど
の
石
行
デ
ッ
サ
ン
）
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
幸
い
受
か
っ
た
か
ら
そ

の
ま
ま
学
校
に
残
り
ま
し
た
が
、
あ
と
の
二
人
は
も
う
そ
こ
で
ほ
っ
ぽ
り
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
二
人
と
い
う
の
が
、
絵
も
描
け
な
い
し
、
ま
あ
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
の
を
採
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
も
中

学
の
成
績
で
採
っ
て
い
た
ら
し
い
。
私
も
成
績
は
そ
う
良
い
方
じ
ゃ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
ど
う
い
う
わ
け
か
三
人
の
う
ち
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

入
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